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	・両国の研究チームは，国際的に，microRNAとがん治療，診断の分野では，世界最高レベルの研究水準に有る事はその業績から明らかであり，その２チームが国際交流のグラントを通して，親密に意見交換し，当該分野の発展に尽くした事は大きな成果であり，これによって、体液中のmicroRNAの循環を，単なるバイオマーカーとしてとらえるのみではなく、microRNAが体液中で安定である所以となったエクソソームの存在意義にまで焦点を当てた研究が途中から派生し，この新分野の開拓に，両者が大きな貢献をなし得た。特に日...

